
この冊子の使い方
防災記事（２ページから13ページ）
・・災害に関する基本的な内容が書いてあります。防災について知って、学んで、活かしてみてください。
ハザードマップ（14ページから25ページ）
・・自宅や地域の災害危険度を知り、家族の集合場所や避難経路などを考えてみてください。
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ひとり一本ずつ
□ 水（飲料水、調理用など）
□ アルファ米、カップ麺
□ 缶詰（肉、野菜、果物など）

□レトルト食品

食　品

□ カセットコンロ
□ ガスボンベ

□ ラップ

生活用品

□ 懐中電灯

□ 簡易トイレ
□ 携帯電話の予備バッテリー
□ 充電式ラジオ
□ 使い捨て手袋 など

避難用具

主な備蓄品リスト　備える！

加熱しなくても食べられる

□ カセットコンロ
□ ガスススボンボンボボンボンボンボンボンンンンベベベベベベ

□ ラップ

食品の加熱や簡単な調理が可能

食器 敷 洗わず すむ

まずはこれをチェック！ 基本リスト には、
日ごろから準備しておく
と役立つ内容が書いて
あります。

備える！！スト

「避難しよう」と判断するのはあなた自身です。災害はいつでもおとずれることを強く認識してください。
早め早めの避難行動が命を守ります。

命を守る避難行動　身をまもる！

①水平避難
 （立退き避難）

②
垂
直
避
難

移動が可能 移動が困難

には、
いざというときに、自分
の命を守る方法が書いて
あります。

身をまもる！！
す。災害はいつでもおとずれることを強く認識してください。

●出口を背にして避難路を確保！　

●熱や煙を避けるように腰を落とし
て姿勢を低く！

●ノズルをしっかり握って、煙や炎
でなく火元をほうきで掃くように！

使用時のポイント

消火器の使い方　覚える！

には、
災害に備えて、覚えてお
いてほしい内容が書い
てあります。

覚える！ に

には、
そのページのテーマに関連
して知ってほしい内容が書
いてあります。

にここをチェック
町では、平成29年度から地域の災害の危険性を知ってもらうために、町内の電柱に

遠賀川の堤防決壊時に最大で水で覆われる深さと海抜表示看板を設置しています。

また、町指定の避難施設にも看板を設置しており、表示といっしょに洪水や土砂災

害など災害種別ごとに避難が可能かどうかも表示しています。緊急時の避難ルート

を考えたり、家族の集合場所を決めたりするときの参考にしてください。

まるごとまちごとハザードマップ　ここをチェック


